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⾰新的技術
ディープラーニング



1956 2012 2020 2030

非線形SVMなど
エキスパートシステム

探索・推論

できることの幅

年

認識

運動の習熟

言語の意味理解
AIの進歩

さらに進化が加速

Reference : 人工知能の未来 - ディープラーニングの先にあるもの 松尾 豊 (http://www.soumu.go.jp/main_content/000400435.pdf)



⼈⼯知能技術の発展と社会への影響
(2014年9⽉での未来予測)

行動予測
異常検知

環境変化に
ロバストな

自律的行動

文脈にあわせて
「優しく触る」
「持ち上げる」技術

言語理解

大規模知識理解

① ② ④③ ⑤ ⑥

画像による診断
広告

防犯・監視
セキュリティ

マーケティング

自動運転
物流・建設

農業の自動化
製造の効率化

介護
調理・掃除

翻訳
海外向けEC

教育
秘書
ホワイトカラー支援

2014 2020 2025
米国・カナダがリード

2030

？

画像認識の
精度向上

…..

2007

Deep LearningをベースとするAIの技術的発展

コンピュータができて以来
初めて「画像認識」ができる

ロボット・機械に
熟練した動きができる

文の「意味」が分かる
（文と映像の相互変換ができる）

認識

運動の習熟

言葉の意味理解

画像認識 マルチモーダルな
認識

ロボティクス インタラクション シンボル
グラウンディング

知識獲得

Yutaka Matsuo 2019



Large Scale Visual Recognition Challenge 2012 (ILSVRC2012)
http://image-net.org/challenges/LSVRC/2012/results.html

2012年
一気に10％↑

http://image-net.org/challenges/LSVRC/2012/results.html


Error

Imagenet 2010 winner (not DCNN) 28.2%

Imagenet 2011 winner (not DCNN) 25.8%

Imagenet 2012 winner (AlexNet) 16.4% (Krizhesvky et al.) 

Imagenet 2013 winner 11.7% (Zeiler/Clarifai) 

Imagenet 2014 winner (GoogLeNet) 6.7%

Baidu Arxiv paper:2015/1/3 6.0%

Human: Andrej Karpathy 5.1%

MS Research Arxiv paper: 2015/2/6 4.9%

Google Arxiv paper: 2015/3/2 4.8%

Imagenet 2015 winner (ResNet) 3.57%

Imagenet 2016 winner (Trimps-Soushen) 2.99%

Before
Deep Learning

After
Deep Learning



Human-level control through deep reinforcement learning



2012 2014 2015 2016 20172013

Amazing Evolutions of Deep Learning

2018

10

AlexNet

トロント大学ヒントン教
授がディープラーニング
による画像認識で10%以
上の精度改善に成功

12

DQN

ゲームに対する深層強化
学習の適用により人間の
知見を与えること無く有
効な戦略を自動的に獲得
することに成功

2

ResNet

ディープラーニング
による画像認識で人
間の精度を凌駕する
ことに成功

5

BRETT

カリフォルニア大学バー
クレー校が深層強化学習
をロボット制御に応用す
ることに成功

3

AlphaGO

囲碁のプロ棋士イ
・セドルを
破る

10

GAN

フォトリアリスティッ
ク（写真のような）画
像の生成に成功

5

Mask R-CNN

Faster R-CNNに
セグメンテーシ
ョンも追加

Supervised by Hitoshi Matsubara (Vice Chair of Future University Hakodate, Technical Advisors of ABEJA, Inc.)



2019

awsで18min、40$で
imagenetの分散学習
に成功

単純タスクの
モデル自動生成

類似画像ではない自
由な画像の学習に成
功

1

Google Cloud 
AutoML

8

Fast.ai

11

BERT

12

PyTorch 
1.0

AlphaFold

1

TensorFlow 
2.0

2

GPT-2

9

BigGAN

自然言語処理において、教
師なしでも強力な初期パラ
メータが得られることを示
した

教師なしで真に迫
った文章の生成に
成功

タンパク質形状を
アミノ酸配列から予測

2018

Supervised by Hitoshi Matsubara (Vice Chair of Future University Hakodate, Technical Advisors of ABEJA, Inc.)

Amazing Evolutions of Deep Learning

6

GQN

帰納的な手法のみで３次
元モデルの再構成を可能
にする



2020

DeepMindのAI
「AlphaStar」が世界
トッププレイヤーを
相手に「スタークラ
フト2」で10-1の大
勝

学習最適モデルには、そ
れ単独で同程度学習させ
ても学習最適モデル並の
性能が出るような、部分
ネットワークモデルが含
まれる

1

Alpha Star

6

XLNet

65

宝くじ仮説

自然言語処理でBERT
を超える新しい事前学
習モデル「XLNet」が
登場

2019

Supervised by Hitoshi Matsubara (Vice Chair of Future University Hakodate, Technical Advisors of ABEJA, Inc.)

Amazing Evolutions of Deep Learning

3

GauGAN

NVIDIAが海に映る影
まで自動で描画する
「GauGAN」発表

GPT-3

人間が書いたものと間違うほど
の言語生成力の２から進化。
OpenAIから発表された「文章生
成言語モデル」。1750億個のパ
ラメータと3,000億のテキスト
データから作成。
話し言葉からプログラミングや、
ニュース文を回答。



Artificial Intelligence 人工知能

Machine Learning 機械学習

Neural Network ニューラルネットワーク

Deep Learning 深層学習

Google Cloud 
AutoML

AlphaFold

BERT

PyTorch

gMLP

TensorFlow

NeLF

GPT3

Supervised by Hitoshi Matsubara (Vice Chair of Future University Hakodate, Technical Advisors of ABEJA, Inc.)

DALL-E
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Yoshua 
Bengio

Geoffrey 
Hinton

Yann 
LeCun

2019年3⽉
チューリング賞 受賞

https://awards.acm.org/award_winners/bengio_3406375
https://awards.acm.org/award_winners/hinton_4791679
https://awards.acm.org/award_winners/lecun_6017366


15松尾研主催スプリングセミナー「Deep Learning for NLP」(2020年3月）資料より

GLUE（NLPベンチマーク）の精度推移

CBoW LSTM+Attn BERTELMo XLNet T5

人間：87.1

わずか2年で約25%向上

データセット 概要

CoLA 正しい文法で書かれているかの二値分類

SST-2
映画レビューのpos/neg判定。文を構文木解析し，各フレーズごとに
pos/negが振られているが、GLUEでは文単位のもののみを対象として
いる。

MRPC 2文が同じ意味かどうかの二値分類

STS-B 2文の類似度を1--5で評価

QQP 2つの質問文が同じ意味かどうかの二値分類

MNLI 前提の文と仮説の文に対して、含意的/矛盾/無関係の3クラス分類。

QNLI SQuADの文章と質問のペアを，文章中の各文と質問のペアにし，そ
の各文に質問の回答が含まれているかの二値分類を行う。

RTE 2文の含意の二値分類

GLUE (General Language Understanding Evaluation)

⾃ 然 ⾔ 語 に お け る デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の イ ン パ ク ト

2012年にDeep Learningが画像認識で⼤きなブレークスルー
2015年には画像・⾳声分野で⼈間を超える精度を達成

⾃然⾔語処理（NLP）では、2018年から急激に
精度が向上し、GLUE評価で⼈間の精度を超えた
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・有名な「Attention is All You Need」論⽂。
・翻訳タスクに、RNNではなく、アテンション（注意機構）

のみで構成されたTransformerを使う。
・ Transformer：マルチヘッドのセルフアテンション

（⾃⼰注意機構）を多層に重ねたもの。
・多くのタスクでSOTAを出した。
・⾃⼰教師あり学習で事前に学習。

Transformerの構造

⾔ 語 処 理 の 進 展 （ T r a n s f o r m e r  ( L .  K a i s e r  e t  a l . ,  2 0 1 7 ) ）
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・教師なし学習（unsupervised learning）のひとつ。最近はこう呼ばれることが多い。
・教師データがたくさんある状況は多くない。そこで、データ⾃⾝を教師データにする。
・例えば、「⽬隠し問題」を解く。

復元

⼊⼒X 出⼒Y

⽬隠しする前のデータを
教師データとして使い、学習する。

⾃ ⼰ 教 師 あ り 学 習 （ s e l f - s u p e r v i s e d  l e a r n i n g ）
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・BERT、XLNet、T5、GPT-3など。
・トランスフォーマー（transformer）。
・⾃⼰教師あり学習：CBOWやskip-gramなど。GPT-3では、次の単語を予測する学習。
・事前学習 ⇒ 下流タスクに対してファインチューニング。

https://d2l.ai/chapter_attention-mechanisms/transformer.html
https://arxiv.org/pdf/1810.04805.pdf

⾃ ⼰ 教 師 あ り 学 習 （ s e l f - s u p e r v i s e d  l e a r n i n g ）



https://maraoz.com/2020/07/18/openai-gpt3/
G P T - 3  ( 2 0 2 0 / 7 か ら ベ ー タ リ リ ー ス ）

https://maraoz.com/2020/07/18/openai-gpt3/
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2 0 2 1 年 1 ⽉ に O p e n A I か ら 出 た
⽂ を も と に し た 画 像 ⽣ 成



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of 

Tokyo

AIの最近の進展

2016年3⽉
AlphaGoが韓国イ・セドル九段を破る

GPT-3
(⾃然⾔語処理)

CLIP
(画像認識)

BERT
(⾃然⾔語処理)

• アルファ碁や画像認識だけでなく、
• GPT-3などのFoundation 

Models
• AlphaFold2

• AlphaCode

• …
AlphaFold2

(タンパク質推定)
AlphaCod
e (コード⽣
成)

© 2022 Yutaka Matsuo



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of 

Tokyo

Foundation model AI “GPT-3”の実⼒(⾃然⾔語処理ほか)
AIの最近の進展

Foundation modelとは︓⼤規模データで学習して幅広いタスクに汎⽤的に適⽤できるモデル
GPT-3とは︓2015年設⽴の⼈⼯知能の⾮営利団体Open AIが2020年にリリースした⾼精度⾔語AI

事例①︓質問応答 事例②︓知識による補完 事例③︓⽂章⽣成

Q: どんな動物が好きですか︖
A: 私の好きな動物は⽝です。
Q: なぜですか︖
A: ⽝は忠実でフレンドリーだから
です。

“10.31M”と⾃動⼊⼒

⼊⼒︓ *ありがとう *いいえ
*最低⾦額は1500万円 *1500万円から
受付可能 *市場は9兆円

⾃然な会話ができる。

受信メール︓あなたのプロジェクトに1000万
円の投資で⼗分でしょうか︖（⼀部略）

⾃動⽣成︓
ご連絡有難うございます。弊社にご興味をお
持ちいただき、誠に嬉しく存じます。
⼤変申し訳ございませんが、私共の最低投資
受付⾦額は1500万円となっております。
1000万円が⼗分な⾦額かどうかは現時点で
は判断いたしかねますが、引き続き議論させてく
ださい。なお、ご存じかもしれませんが、市場規
模はおよそ9兆円です。

最低限の⼊⼒で丁寧語で
のメール⽂章を⽣成

© 2022 Yutaka Matsuo



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of 

Tokyo

“AlphaFold2”の実⼒(タンパク質の構造計算ツール)
AIの最近の進展

Source: IT Media

AlphaFold2とは︓2014年にGoogleが約670億円で買収したAI開発企業DeepMindが無償公開した
、遺伝⼦配列情報からタンパク質の⽴体構造を解析するAI

従来、タンパク質のアミノ酸配列の構造を特定するには
数か⽉〜数年の時間と多額のコストがかかっていたが、

AlphaFold2では限られた情報から構造と機能を推定可能

実験結果とAIシミュレーショ
ン結果がほぼ類似した結果
を提⽰

「AlphaFold2の予測データを基に、6年
間解けなかった分⼦の結晶構造があっさ
り解けた」

東⼤⼤学院農学⽣命科学研究
科伏信進⽮教授
(オンラインのコメント)

© 2022 
Yutaka.Matsuo



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of 

Tokyo

“AlphaCode”の実⼒(プログラミングコード⽣成)
AIの最近の進展

AlphaCodeとは︓AI開発企業DeepMindが2022年に公開した⾃動プログラミングAIで、414億ものパラメ
ーターを保持しており特に精度の⾼く、競技プログラミングレベルのコード⽣成が可能

Source: IT Media, ZDNet Japan

• ⽂章での問題設定を理解し、指定されたアウトプットを導くプログラミングを⾃動⽣成できる
• 5000⼈が参加する実際の競技プログラミング⼤会で、上位54.3%に⼊る好成績
• 将来的にはAIがデバッグ作業を代替し、コーダーは創造的で反復性の少ないタスクに集中して開発コスト削減につながる

文章題からコード
を自動生成⽂章Sと⽂章Tが与えられる。

⽂章Sの⼊⼒に対して、
キータイプまたはBackspaceを組み合わせて⽂章
Tを⽣成できる場合は「Yes」、できない場合は「
No」とOutputするプログラムを⽣成せよ。
(例︓S「ababa」, T「ba」→「Yes」 ※1,4番⽬
の⼊⼒時にBackspaceを押す)

© 2022 Yutaka Matsuo



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of Tokyo

AIの限界と可能性

• ⼤規模化
データ量（数兆words）、巨⼤なモデル（1750億パラメータ）、計算量（１回まわす
のに巨額の費⽤）＞資本⼒の戦いになりかねない

• 現在のAIは急速に進歩しているものの、⼀定の限界はある。
・均⼀の単⼀のタスクでデータがたくさんある場合には⾮常に強⼒。
・現在のAIはタスクを内包したタスクの学習が苦⼿。

例えば、⾃動運転や、作業を伴う対話タスクなど。
・アクションと紐付いていない（ロボット研究があまりうまくいっていない）

• 今後、この課題が解決されると、さらに⼤きな範囲でイノベーションが起こると予想される。知
能の仕組みを考えたときに、まだ何段階化かの⾶躍があり得る。

© 2022 Yutaka Matsuo



©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

で、DLは何が出来るの︖



極めて⼤雑把に⾔う「AIが出来ること」

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

⼊⼒を直感的に分ける



今迄は出来なかったの︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

分けるルールが分かっているものは
今迄のコンピュータが得意とするところ

分けるルールが分からないものは︖
ルールを記述する形式の

プログラムでは処理出来なかった



Deep Learning（深層学習）だと出来るの︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

分けるルールじゃなく、
既に分けられているデータから
分け⽅を⾒つけることが出来る︕



何を分けるか︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

⽝ 猫

識別

⿃



何を分けるか︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

正常品 不良品

⽬視検査



何を分けるか︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

正常時の
⾳

異常時の
⾳

正常動作・異常動作



何を分けるか︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

将来売上
が上がる

将来売り上
げが落ちる

過去のデータから需要予測



何を分けるか︖

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

肩 ⼿⾸

⼈の写真から⾻格推定

⾻盤



その他

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

本物 偽物

本物・偽物



その他

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

画像を作るAIとAIが作った画
像かどうか判定するAIを組み合

わせると・・・
本物っぽい画像を⽣成する
システムが出来る!!
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・社会実装のために
・DL  fo r  DX  活⽤事例

DL for DX
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⽇本ディープラーニング協会とは︖
S i n c e  2 0 1 7 . 6

ディープラーニングを中心とする技術により、

日本の産業競争力向上を目指す産業団体です。

ディープラーニングを事業の核とする

企業および有識者が中心となって、

産業活用促進、人材育成、公的機関や産業への提言、

国際連携、社会との対話 など、

産業の健全な発展のために必要な活動を行っていきます。 理事長：松尾 豊



A I ( ⼈ ⼯ 知 能 ) は 、 1 0 0 年 前 の 電 気 と 同 様 に 、 今 や 全 て の 産 業 を 変 化 さ
せ よ う と し て い ま す 。
A I は G o o g l e ,  B a i d u ,  M i c r o s o f t ,  Fa c e b o o k と い っ た 最 先 端 企
業 に 莫 ⼤ な 価 値 を も た ら し ま し た が 、 さ ら に ソ フ ト ウ ェ ア 産 業 を 超 え た 広 い
範 囲 に そ の 価 値 は 拡 が る と 考 え ら れ 2 0 3 0 年 ま で の 間 に 、 全 ⽶ で 1 3 兆 ド
ル の G D P 成 ⻑ を も た ら す と 試 算 さ れ て い ま す 。

AIは、今後10年で1300兆円のGDPの伸びをもたらす
すでにGAFAなどで⼤きな活⽤がされているが、
今後の伸びの多くはソフトウェアセクター以外になる。

G o o g l e , B a i d u で A I チ ー ム を ⽴ ち 上 げ た
A n d r e w  N g ス タ ン フ ォ ー ド ⼤ 学 教 授



汎⽤⽬的技術
（General Purpose Technology）

• インターネット、トランジスタ、エンジン、電気などに匹敵する数⼗年に⼀度の技術
– 原理は単純で、⾮常に汎⽤性が⾼い。⼈間の脳もおそらく同じ原理を使っている。
– インターネットは「リンクで⽂書をつなぐ」（ハイパーリンク）、トランジスタは「信号を増幅する」。
– トランジスタがIC, LSI, VLSIと集積度があがり、計算機、パソコン、携帯、スマホなどができたよう

に、ディープラーニングでも集積することによる技術の進展・産業変化が起こる。

41Yutaka Matsuo 2019



J D L Aのさまざまな活動

S i n c e  2 0 1 7 . 6S i n c e  2 0 1 7 . 6

JDLAのさまざまな協会活動



協会概要
名称 一般社団法人 日本ディープラーニング協会

英称 JapanDeep Learning Association 略称： JDLA

理事長 松尾 豊 東京大学 特別顧問 小宮山 宏 株式会社三菱総合研究所理事長、
第28代東京大学総長

理事 井﨑 武士 エヌビディア合同会社

江間 有沙 東京大学 西山 圭太
東京大学未来ビジョン研究セン
ター客員教授、前経済産業省商
務情報政策局長岡田 陽介 株式会社ABEJA

岡田 隆太朗 当協会事務局長
米・コロンビア大学国際公共政
策大学院教授、元金融庁長官岡谷 貴之 東北大学 森 信親

尾形 哲也 早稲田大学

川上 登福 株式会社IGPIﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾅﾘﾃｨｸｽ＆ｲﾝ
ﾃﾘｼﾞｪﾝｽ 顧問 森 正弥 デロイトトーマツコンサルティ

ング合同会社執行役員
草野 隆史 株式会社ブレインパッド

佐藤 聡 connectome.design株式会社
吉本 豊 JSR株式会社執行役員

南野 充則 株式会社FiNCTechnologies

藤吉 弘亘 中部大学
監事 江戸川 泰路 （江戸川公認会計士事務所）

八木 聡之 富士ソフト株式会社



＜総会＞

総会において

・理事及び監事を選任

・会員の除名

・運営予算承認を主に行う。

＜理事会＞
理事長＝１名 理事=1〜15名 監事＝1〜2名 アドバイザリーボード

特別顧問／顧問

正会員

・理事、委員として中心的

に協会を運営する

・理事の推挙

※議決権を有する

DCON

セミナー・イベント

ビジネス活用アワード

CDLE合格者の会・ハッカソン

事務局

WG

正会員審査条件

正会員二名以上の推薦
＋

理事会（過半数以上）承認

＜有識者会員＞

ディープラーニング

研究をする研究者

＜企業会員＞

ディープラーニング

を事業の核としてい

る企業

＜設立時会員＞

DL懇談会参加社（条件＝設立協力企業）

研究会

人材育成委員会

G検定部会

E資格部会

認定部会

行政会員
協会趣旨に賛同する本協

会の目的に賛同し、本協

会が取り組むディープ

ラーニングの産業・社会

実装および人材育成の活

動に協力する地方公共団

体ならびに教育委員会

賛助会員
協会趣旨に賛同する法人

P／G／S各種
オブザーバーとして参加

組織概要



2022年9月現在

正会員（33 社）



有識者会員（18 名）

浅川 伸一
東京女子大学 情報処理センター博士

石川 冬樹
国立情報学研究所アーキテクチャ科学研究系准教授

江間 有沙
東京大学未来ビジョン研究センター准教授

牛久 祥孝
株式会社Ridge-i 取締役 Chief Research Officer

岡崎 直観
東京工業大学情報理工学院教授

岡谷 貴之
東北大学大学院情報科学研究科教授

尾形 哲也
早稲田大学基幹理工学部表現工学科教授

柿沼太一
弁護士法人STORIA法律事務所 代表パートナー弁護士

北野 宏明
ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長兼所長

工藤 郁子
世界経済フォーラム第四次産業革命日本センタープロジェクト戦略責任者

鮫島 正洋
弁護士法人内田・鮫島法律事務所代表パートナー弁護士

巣籠 悠輔
東京大学大学院工学系研究科招聘講師

中島 秀之
札幌市立大学理事長・学長

藤吉 弘亘
中部大学工学部ロボット理工学科教授

松尾 豊
東京大学大学院工学系研究科教授

丸山 宏
Preferred Networks PFNフェロー

山下 隆義
中部大学工学部情報工学科教授

Shane GU
グーグル/グーグルブレイン研究員

2022年9月現在



賛助会員（41 社）

※ ※

PLATINUM

GOLD

SILVER

※事務局出向 2022年11月現在



北海道札幌市 宮城県仙台市 栃木県那須塩原市 東京県文京区 新潟県

新潟県長岡市 長野県塩尻市 愛知県豊田市 愛知県名古屋市 石川県加賀市

三重県
伊勢市

滋賀県

和歌山県 山口県 香川県三豊市

高知県 福岡県北九州市 大分県 大分県大分市 宮崎県都城市

⾏政会員（22 団体）

地方公共団体

教育委員会

2022年9月現在



認定プログラム事業者（17）

2022年8⽉現在



主宰コミュニティ

連携団体

⼤企業

JDLAネットワークの拡⼤で⽇本のDXを加速させる

アカデ
ミア

スタート
アップ

教育
委員会

地⽅
公共団体

CDLE

連携
団体

JDLAネットワーク
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J D L Aの描くエコシステム



＜ディープラーニングの事業活⽤エコシステム＞

ディー
プラー

ニング
の

事業活
用エコ

システ
ム

ディー
プラー

ニング
の

事業活
用エコ

システ
ム

関心層開拓
DLをビジネス活用しようと考える

ビジネス層
G検定

エンジニア層
E資格

関連情報発信

勉強会
レポート発信

学び合い
継続的な学習
アップデート

標準化活動

シラバス
策定

メディア
パートナー

担い手
高専生育成

プログラム認定
学べる場所の拡大

実施事例の
収集

優秀事例の表彰
書籍発行

トライアル
ハッカソンなど

StartUp応援
1億円基金

全員向け無料講座

AI for Everyone

デジタルリテラシー
協議会



世界︓AIを業務に利⽤している+13p
世界の導⼊状況＞
・35%「AIを業務に利⽤している」＋13ポイント
・42%「AIの導⼊を検討中」

企業規模> ⼤企業は中堅企業よりもAIを利⽤する割合が⾼い

業界＞ ⾼︓⾦融サービス、メディア、エネルギー、⾃動⾞、⽯油、航空宇宙
低︓⼩売、旅⾏、政府/連邦サービス、医療

国別＞ 60％中国／インド ※⾃分の組織がすでにAIを積極的に利⽤していると回答。
低 韓国22%、オーストラリア24%、⽶国25%、英国26%

AIの信頼性＞AI実装している企業ほど信頼性に価値を置く
AIを導⼊済みの企業のITプロフェッショナルは、AIの導⼊を検討しているだけの企業のITプロフェッショナルよりも、「AIの説明可能性に価値を置いている」と
回答する割合が17%⾼かった。
ビジネスリーダーの過半数が「信頼できるAIが重要である」と回答
⼀⽅で、過半数の組織が「バイアスの削減」（74%）、「パフォーマンスのばらつきやモデル・ドリフトの追跡」（68%）、「AIによる決定の説明可能性の確
保」（61%）など、AIの信頼性と責任を保証するための重要な措置を講じていない。

⽇本IBM 「世界のAI導⼊状況 2022年」
対象︓世界14カ国で⾃社のIT関連の意思決定について影響⼒を持つ7502⼈の経営層

調査期間︓2022年3⽉30⽇から4⽉12⽇
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PwC JAPAN 2022年1⽉調査
AIを導⼊済みまたは導⼊を検討中の企業を対象に、⽇本と⽶国でそ
れぞれ実施。⽇本では売上⾼500億円以上の企業の部⻑職以上
300⼈、⽶国では売上⾼5億⽶ドル以上の企業の幹部1000⼈

総務省「令和元年版情報通信⽩書」 国内企業のAI導⼊率 39％（2019）
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PwC JAPAN 2022年1⽉調査
AIを導⼊済みまたは導⼊を検討中の企業を対象に、⽇本と⽶国でそ
れぞれ実施。⽇本では売上⾼500億円以上の企業の部⻑職以上
300⼈、⽶国では売上⾼5億⽶ドル以上の企業の幹部1000⼈



活⽤／成果

「AI導⼊状況調査」ソニービズネットワークス株式会社
発表︓2022年5⽉30⽇
対象︓全国の会社員や経営者・役員1000名



課題は⼈材

「AI導⼊状況調査」ソニービズネットワークス株式会社
発表︓2022年5⽉30⽇
対象︓全国の会社員や経営者・役員1000名



規模で格差

「AI導⼊状況調査」ソニービズネットワークス株式会社
発表︓2022年5⽉30⽇
対象︓全国の会社員や経営者・役員1000名
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AIの経済効果、2025年34兆円 中⼩企業に導⼊促す
経産省試算
経済2020/10/21 19:55⽇本経済新聞 電⼦版

経済産業省は⼈⼯知能（AI）の導⼊が進んだ場合に2025年までに34兆円の経済効果があるとの試算をまとめた。中⼩企業だけで11兆
円の効果を⾒込む。AI技術は単純作業やデータ分析などの効率を⾼めると期待されるが、特に中⼩企業では導⼊が進んでいない。同省は
AIの費⽤対効果を⽰すことで企業の投資を促したい考え。

製造業、建設業などの中⼩企業約2000社と、AIのサービスを提供する企業を調査した。AIで代替できる業務を洗い出し、実際に導⼊済み
の企業のデータを参考に収益に与える影響を試算した。
中⼩企業で⾒込む11兆円の経済効果を労働⼒に換算するとおよそ160万⼈分となる。少⼦⾼齢化による⼈⼝の減少を補う可能性がある。
中⼩企業の働き⼿は25年に390万⼈近く不⾜するとされるが、4割はAIで補える計算になる。

AIの活⽤が進んでいない現状も明らかになった。調査に参加した中⼩企業の8割以上がAIの導⼊を「検討したことがない」と回答。導⼊
済みと導⼊予定の企業は合計でわずか3%だった。費⽤対効果が分からないことやAIの機能への理解がないこ
とが原因だ。
そこで業務内容ごとにAIに置き換えた場合の効果をはじいた。特に効果が⾼かったのは、不良品を選別する検査や部品のメンテナンス、経理
などの業務だった。
例えば製造業の⼯場では、画像から不良品を⾃動で⾒つけ出すAIを使うことで検品の効率が上がる。売り上げの実績や天気のデータなどを
AIで分析して需要予測をしたり、在庫管理に⽣かしたりする取り組みにも⼤きな効果が期待できるという。
経産省では中⼩企業がAIを導⼊しやすくする環境整備を進めている。特に導⼊効果が⾼い検品については、企業向けに導⼊に向けた指針
づくりに着⼿した。⼈材の育成プログラムも10⽉から本格稼働した。教育を受けた専⾨⼈材を企業に派遣し、導⼊の⼿助けとしたい考えだ。

https://www.nikkei.com/economy/economic/?n_cid=ds_under_title
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AIシステムの運
⽤管理理系

AI⼈材
AIを作る(AI構築） 本番稼働AI

システムの構築

データ⽤意 予測学習

AIを作る(AI構築)プロマネ

AI企画 AIの現場導⼊⽂系
AI⼈材

AIの利⽤
・管理GUIのAI構築環境で作る

AI⽅針・投資判断

構築済みAIサービス選定

AI使いこなす⼈材が求められている

AIを使う

AIを作る
©のぐりゅう 2021
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DXにおけるコアテクノロジーの１つとして

重要性の高まる「AI、ディープラーニング」。

その活用のためのリテラシーは、

今や全ビジネスパーソン必携リテラシーになりつつあります。

JDLAは、AI・ディープラーニング活用人材の育成に向け

「AI for Everyone」「G検定」「E資格」

これら３つの講座・検定・資格を提供しています。



人材育成
#DL for DX, #1億総AI人材時代へ

…

p DLの検定・資格試験を実施
ü G検定 DLのビジネス活⽤を考える⼈向け（オンライン試験 年３回）

2021年 シラバス改訂
ü E資格 DLのエンジニア向け（認定教育コースの終了＋試験（年2回）

2022年 シラバス改訂
ü 企業の団体受験が増加傾向

富⼠通ソフトウェアマスターのAI分野への採⽤
⾦融⼤⼿等で昇格基準への採⽤、受験の義務化等

p DL for DX
ü 無料講座「AI for Everyone」提供開始
ü ３団体連携によるデジタルリテラシー協議会発⾜
ü プロモーションサイト「DL for DX」を通じた発信強化

オープンバッジ（資格のデジタル認証）発⾏開始



産業界における

デジタル人材育成の最新動向



67

＜新しい資本主義＞

「成⻑」
イノベーション AI/量⼦
デジタル⽥園都市構想

「分配」 投資
⼈への投資・リスキル
＋スタートアップ

所信表明演説 _ 2021.12 .8

⼈ 的 投 資 が 、 企 業 の 持 続 的 な 価 値 創 造 の 基 盤 で あ る
と い う 点 に つ い て 、 株 主 と 共 通 の 理 解 を 作 っ て い く た め 、

今 年 中 に ⾮ 財 務 情 報 の 開 ⽰ ル ー ル を 策 定 し ま す 。
（ 施 政 ⽅ 針 演 説 2 0 2 2 0 1 1 7 ）
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新しい資本主義実現会議 有識者構成員

68



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of Tokyo

新しい資本主義 論点

3

• 成長と分配

• 人への投資

• スタートアップ

• 科学技術に関しては、AIと量子



松尾研究室
Matsuo Lab., the University of Tokyo
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2022 . 3 . 29

経済産業省発表/公開

デジタル人材育成プラットフォーム



デジタル人材育成プラットフォーム 概要イメージ
⚫ プラットフォームでは、全てのビジネスパーソンに求められるデジタルリテラシーと専門的なデジタル知識の学習機

会の提供と共に、組織においてＤＸの活動を牽引し、新たな付加価値の創造/業務効率化を実現できる実
践的なＤＸ推進人材の育成手法を確立する。

⚫ デジタル人材の不足に対応し、地域の企業・産業のDXを加速させることで、デジタル田園都市国家構想を実
現するためのプラットフォームを構築する。

経済団体

支援・制度構築等

協力・支援

中小企業団体IT業界団体

デジタル庁
文部科学省厚生労働省 経済産業省総務省 その他省庁

現場研修プログラムの提供
オンライン教育コンテンツ・
実践学習プログラム紹介

企業内人材

復職・転職希望者

フリーランス

学生・ギフテッド

高齢者

デジタル人材育成プラットフォーム

デジタルスキル・レベルの可視化に向けた環境整備
➢ 育成や評価の基盤となるデジタルスキル・レベルの基準（スキル標準）を策定。
➢ デジタルバッジ等による学習歴の可視化。

オンライン教育コンテンツの整備（１層）
➢ デジタル人材に求められるスキルを自ら学べるよう、スキル標準に対応した教育

コンテンツを整備。

実践的な疑似経験学習の運営（２層）
➢ 企業の課題・データに基づく実践的な課題解決型学習プログラムを実施（教

材作成、受講者募集等）。
➢ デジタル人材のコミュニティ形成を支援（オンラインツールの活用等）。

民間企業

大学・教育機関

地域拠点

課題解決型現場研修プログラムの実施（３層）
➢ 実践的なデジタルスキルを習得できる企業・地域の課題解決プログラムを地域

包括DX推進拠点（※）等と連携して提供。
（※）地方版IoT推進ラボ等、地域における産学官コミュニティを想定

➢ 拠点内の中立的な組織・コーディネータを介したプログラムと人材のマッチングを
実施。

人材

企業・大学等

引きこもり人材

行政職員

行政機関

オンライン教育コンテンツ・
実践学習プログラム検索

教材作成用データ提供
コンテンツ提供・作成

現場研修プログラムの提供依頼
現場研修プログラムへの人材派遣

教材の公開・提供

地域包括DX
推進拠点

全国２０～３０箇所に
産学官金の推進拠点を設置

専用ポータルサイトの構築
➢ １層～３層の各教育コンテンツ・プログラム等を一覧で紹介するための専用

ポータルサイトを構築。

15

経済産業省 第3回 実践的な学びの場ワーキンググループ 検討資料

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/jissenteki_manabi_wg/003.html



https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/jissenteki_
manabi_wg/003.html

11

デジタル社会における人材像

⚫ デジタル社会においては、全ての国民が、役割に応じた相応のデジタル知識・能力を
習得する必要がある。

⚫ 若年層は、小・中・高等学校の情報教育を通じて一定レベルの知識を習得する。
現役のビジネスパーソンの学び直し（＝リスキリング）が重要。

IT製品・サービスを提供する
企業等に所属する人材

デジタル技術を活用して競争力を
向上させる企業等に所属する人材CEO、CIO、

CDXO等

子供、高齢者、その他市民

トップ
IT人材

ニーズに応じて
システム設計が
できる人材

プログラマ

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

※スマホやタブレット、PCの使い方等（パソコン教室）

新たな施策対応が特に必要

DX推進人材

その他のビジネスパーソン
小・中・高等学校
における情報教育

※コンピュータの仕組み、プログラムの処理手順等

※ITの導入プロセス、遵守すべき法令等

経済産業省 第3回 実践的な学びの場ワーキンググループ 検討資料

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/jissenteki_manabi_wg/003.html



全てのビジネスパーソン

13

DXを進める企業等におけるビジネスパーソンの人材像(仮説)

UI/UX
デザイナー

データサイエン
ティスト

ビジネス
アーキテクト

デジタル技術を理解し
て、ビジネスの現場に
おいてデジタル技術の
導入を行う全体設計
ができる人材

統計等の知識を元に、
AIを活用してビッグデー
タから新たな知見を引き
出し、価値を創造する人
材

顧客との接点に必要
な機能とデザインを検
討し、システムのユー
ザー向け設計を担う
人材

DX推進人材

小・中・高等学校における情報教育の内容に加え、ビジネスの現場でのデジタル技術の使い方の基礎を学んだ人材

サイバーセキュリ
ティスペシャリスト

業務プロセスを支えるIT
システムをサイバー攻撃
の脅威から守るセキュリ
ティ専門人材

エンジニア・
オペレータ

クラウド等のデジタル技術
を理解し、業務ニーズに
合わせて必要なITシステ
ムの実装やそれを支える
基盤の安定稼働を実現
できる人材

⚫ DXのためには、まず全てのビジネスパーソンがデジタルリテラシーを習得することが重要。
⚫ DXを推進する立場の人材は、変革のためのマインドセットの理解・体得した上で、さら
に専門的なデジタル知識・能力が必要。

13

DX推進のための組織変革に関するマインドセットの理解・体得が必要。

経済産業省 第3回 実践的な学びの場ワーキンググループ 検討資料

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/jissenteki_manabi_wg/003.html



2022 . 3 . 29

経済産業省公開 「DXリテラシー標準」







日本のデジタル人材育成を加速する

デジタルリテラシー協議会

2 0 2 1 . 4 . 2 0設立

オ ブ ザ ー バ ー

© 2 0 2 1 D i g i t a l L i t e r a c y C o u n c i l



全てのビジネスパーソンが持つべき、デジタル時代の共通リテラシー

＜ デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー ・ ス キ ル フ レ ー ム ワ ー ク ＞

“デジタルを作る人材”だけでなく

“デジタルを使う人材”も含めた
共通リテラシー領域を、

と定義しています。
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I T ・ ソ フ ト ウ ェ ア

数 理 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス

A I ・ デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ

デ ジ タ ル の 全 体 を 理 解 し 、 活 ⽤ す る た め の リ テ ラ シ ー と し て
現 在 、 デ ジ タ ル で デ ー タ 活 ⽤ す る た め に 必 要 な ３ 領 域 の 範 囲 を 定 義 。

範 囲 と し て は 、 習 得 の た め に 推 奨 す る C e r t i f i c a t i o n  P r o g r a m と な っ て い る
３ 試 験 の シ ラ バ ス 範 囲 を ま ず は 設 定 。



© 2 0 2 1 D i g i t a l L i t e r a c y C o u n c i l

デジタルを “使う ”、全てのビジネスパーソンのためのデジタルリテラシーとして
「 D i - L i t e」を定義していくことで、産業界全体でのデジタル人材育成の取り組み加速へ

デ ジ タ ル の ⼤ 凡 の 「 全 体 」 を 理 解 し 、
使 え る よ う に な る た め の リ テ ラ シ ー

デ ジ タ ル 社 会 に お け る ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン 「 全 員 」

全員に、全体を。



デジタル⼈材不⾜と⾔われています。

では、デジタル⼈材とはどんな⼈で、
誰がなるべきなのでしょうか。

それは、あなたを含む「すべての⼈」です。

あらゆる⼈がデジタルに何らかの関わりを持つ
この社会においては、ビジネスに関わる全員が、
デジタルを “ 使 う ” ⼈ 材 で あ る べ き だ と 私 た ち は 考えます。

そして、変化の早い社会の中で、
デジタルを “ 使 う ” ⼈ 材 で あ る た め に は 、
常 に そ の全体像を理解しておくことが重要です。

ビジネスに関わる全員が
デジタルを “ 使 う ” ⼈ 材 に な る こ と を ⽬ 指 し て 。

デジタルリテラシー協議会は、
誰もが学びの道すじを⾒出す⼊り⼝として
共通リテラシー『 D i - L i t e 』 を 整 備 し 、
ご 賛 同 い た だ け る 団体、企業の皆様とともに、
⼈材育成加速に向けた社会環境づくりに取り組みます。

全員に、全体を。
デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー を 、
す べ て の ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン に 。

Color B

オ ブ ザ ー バ ー

賛同団体・企業募集中
d i l i t e . j p
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賛 同 団 体 ・ 企 業 ⼀ 覧

（ 2 0 2 2 年 4 ⽉ 7 ⽇ 時 点 /  5 0 ⾳ 順 ）

株式会社アイスマイリー /  株式会社アイテック /  株式会社アイデミー /  アイバイオテック株式会社 /  

株式会社 A V A D  /  株式会社 A V I L E N  /  株式会社アスターリンク /  アドビ株式会社 /  出光興産株式会社 /  

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 /  株式会社 O 2  /  株式会社大林組 /  株式会社 O n  A n d  O n  /  

加賀電子株式会社 /  株式会社キカガク /  K Y L A株式会社 /  C L I N K S株式会社 /  グローリー株式会社 /  

高知県 /  サステナビリティ・プラザ株式会社 /  コクヨ株式会社 /  

サントリーシステムテクノロジー株式会社 /  株式会社シーピーデザインコンサルティング /  

株式会社 S I G N A T E  /  一般社団法人 社会デザイン協会 /  

一般社団法人ジャパン・リスキリング・イニシアチブ /  スキルアップ A I株式会社 /  

図研テック株式会社 /  住友生命保険相互会社 /  住友ファーマ株式会社 /  株式会社 z e r o  t o  o n e  /  

創価大学 /  ダイハツ工業株式会社 /  株式会社 D I V E  I N T O  C O D E  /  株式会社チェンジ /  

株式会社 D Xソリューションズ /  株式会社ディジタルグロースアカデミア /  ディップ株式会社 /  

東亞合成株式会社 /  凸版印刷株式会社 /  一般社団法人 日本 I Tストラテジスト協会 ( J I S T A )  /  

日本システムアドミニストレータ連絡会 ( J S D G )  /  一般社団法人 日本自動車連盟 ( J A F） /  

日本電気株式会社 /  株式会社 日立アカデミー /  日立造船株式会社 /  株式会社 P r e s e n t  S q u a r e  /  

株式会社◯ /  丸全昭和運輸株式会社 /  三菱商事株式会社 /  M o d i s株式会社 /  山口県教育委員会 /  

株式会社 R i d g e - i /  ＹＫＫ ＡＰ株式会社 /  株式会社三井住友フィナンシャルグループ /  K D D I株式会社

デ ジ タ ル ⼈ 材 育 成 加 速 に 向 け て 、 社 会 全 体 で 取 り 組 も う
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NHKニュース
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⼈的資本経営コンソーシアム

89



v
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企業の価値を向上させるために「⼈への投資」が⽋かせないとし
て、⼈材戦略などで連携する企業の団体が発⾜し320社が参
加しました。

25⽇、設⽴された「⼈的資本経営コンソーシアム」は⽇本の⼈
材戦略に危機感をもった企業トップなど7⼈が発起⼈となり320
社が賛同しました。⼈材を「資本」としてとらえ、従業員の「学び
直し」などを通じて⼈材の価値を最⼤限に引き出し、企業の価
値向上を⽬指します。

経産省によりますと、⽇本の企業は欧⽶の主要国と⽐べ⼈材
への投資が少ない上に投資の割合が年々減少しています。⼀
⽅、投資家のおよそ7割が投資の際に「⼈材投資」を重視して
いて、⽇本の経営側との意識の差が⽬⽴っていました。

SOMPOホールディングス 櫻⽥謙悟グループCEO「⼈々の意識
が挑戦とか変⾰とかに向かうような教育への投資、あるいは制度
作り、これが何よりも核だというように弊社として感じるところであ
ります」

団体では今後、参加企業の間で⼈材投資の良い事例を共有
したり、⼈材戦略の情報開⽰を進め、官⺠⼀体で企業の成⻑
⼒に繋げます。



⽇本リスキリングコンソーシアム

91
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年功序列的な職能給からジョブ型の職務
給への移⾏、リスキリングへの⽀援を打ち出
した。「企業間、産業間での労働移動の円
滑化に向けた指針を来年6⽉までに取りま
とめる」と表明した。

_本⽂____________________
リスキリング、すなわち成⻑分野に移動する
ための学び直しへの⽀援策の整備や、年
功制の職能給から⽇本に合った職務給へ
の移⾏など、企業間・産業間での労働移
動円滑化に向けた指針を23年6⽉までに
取りまとめます。
特に個⼈のリスキリングに対する公的⽀援
については、⼈への投資策を「5年間で1兆
円」のパッケージに拡充します。
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Conc l u s i o n

・DX推進は加速、それに伴い⼈材育成も“待ったなし”な状態

・デジタル時代、リスキリングは全社会⼈が対象（共通リテラシー範囲含む）

・企業内におけるカルチャー形成は重要だが、個⼈のマインド醸成も重要

（学習はどこからでも始められる）

・⼈材育成、リスキリングの取り組みのための環境は徐々に整ってきている

・リテラシー/スキル習得状況の可視化のためにも資格試験等の活⽤推進を



人材育成の取り組み状況



https://www.ipa.go.jp/ikc/publish/dx_hakusho.html
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IPA デジタル時代のスキル変革等に関する調査レポート
https://www.ipa.go.jp/ikc/reports/20220414.html
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人材育成事例紹介

JD LA主催デジタル人材育成セミナー
（ O n l i n e  /  参 加 無 料 ）

#1 ダイキン工業における人材育成の取り組みについて

#2 SMBCグループにおける『全従業員向け』デジタル教育

#4 コクヨの実験カルチャーを加速するデジタル人材育成とは？

” D X  f o r  D X サ イ ト ” に て 、
過 去 開 催 レ ポ ー ト & ア ー カ イ ブ （ 6 回 分 ） 公 開 中

d l fo rdx . jp
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ダイキン工業

下津直武氏

ダイキン⼯業の
⼊社 2 年は仕事しない
情報⼈材育成
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SMBCグループの
“全従業員５万⼈向け”
デジタル教育

三井住友
フィナンシャルグループ

松尾 翔氏



現場から始める
ダイハツから学ぶ、

全社におけるAI⼈材育成
ダイハツ工業株式会社

太古 無限氏
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Guest
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

“DXド真ん中”

荻野 圭介 氏

CTCが推進する、
DXを導く⼈材の育成とは︖



コクヨの実験カルチャーを加速する
デジタル⼈材育成とは︖

DXデザイン室
三宅健介⽒

情報システム部
⼭村隆⽒

情報システム部
⼭本優⼦⽒

Guest
コクヨ株式会社



#6

ベネッセが進めるデジタル⼈材育成戦略
〜Udemyの有効活⽤法教えます︕〜

Guest
株式会社ベネッセコーポレーション

社会人教育事業部
Udemy Business マーケティング責任者

古島和弥氏

人財開発部
北村洋子氏



#7

Guest

[モデレーター：岡田隆太朗（JDLA）]

吉川和宏氏 長谷川寿延氏
サントリーホールディングス株式会社
デジタル本部 データ戦略部

サントリーシステムテクノロジー株式会社
システム品質部長

サントリーグループのデータ⼈財育成
〜現場社員の成果創出に向けた取り組み〜

サントリーグループ



ま ず は 、 全 て の ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン が 「 デ ジ タ ル を 知 っ て い る / 使 え る 」 ⼈ に 。
そ の 上 で 、 対 象 と な る 職 種 や 役 割 に 応 じ た 、 デ ジ タ ル の 使 い ⽅ や 作 り ⽅ の 習 得 へ 。

「デジタルを知らない」ことは、阻害要因に。

!
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︵
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阻
害
要
因
︶

リテラシー 何ができるか 職種/役割スキル

2.デジタルの
作り⽅

• デジタル技術を駆使して、顧客の新しい価値を創造
するサービスを作り出せる

• DX推進⼈材
ü ビジネスアーキテクト
ü AI/データサイエンティスト
ü サイバーセキュリティ
ü UI/UXデザイナー など

1.デジタルの
使い⽅

• 提供されたデジタルツールを使って業務を進められる
/⼯夫してより良い使い⽅を提案する • 全社員

3.デジタルの
活かし⽅

• デジタル技術で顧客の新しい価値を創出する⽅法
(＝活かし⽅)を理解し、企画できる

• 企画職
• マネジメント/管理職

4.デジタル活⽤の
判断/意思決定

• デジタル技術の導⼊判断ができる
• デジタル技術を展開できる/広められる • マネジメント/管理職

ニュートラルマイナス プラス

© 2 0 2 1  D i g i t a l  L i t e r a c y  C o u n c i l



D X 推 進 の 阻 害 要 因 の 多 く は デ ジ タ ル 技 術 に 関 す る も の で は な く 、
業 務 や ⼈ に 関 連 す る も の で あ り 、 デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー の 習 得 で 解 消 可 能

DXの壁は「みんなが理解すること 」で払拭できる

• セキュリティ対策とは、できなくすることではなく、
「安全にできる」ようにすること

• どうやればできるかを⼀緒に考える

• 制度や法律こそ変えられる
• 既に国の特区や、銀⾏なども法律が変わりつつある
• 労働や雇⽤の考え⽅も変わる

• すでに⾼齢者の多くがスマートフォンを保有
• 興味があれば、何歳だってできる

• いずれ「忙しい」は、デジタルを使えない⼈の⾔葉に
• 今後管理職は、デジタルを使いこなせるかどうかで⼆極化（参

考︓⼈間と機械のチーム構築マネジャー）

セキュリティが、、

制度が、、
法律が、、

年なんで、、

忙しくて、、

資⾦が、、 • 資⾦がなければ、組んでやることもできる
• 資⾦調達もデジタルでできる

• 分からないことが不安を⽣
み、その結果できないと思わ
せてしまう

• 全員がデジタル活⽤を正しく
理解し、取り組みを前に進
められる状態（組織⾵⼟）
を作ることが⼤事

© 2 0 2 1  D i g i t a l  L i t e r a c y  C o u n c i l



D X へ の 取 り 組 み は 、 ⼀ 部 の 部 ⾨ （ D X 部 ⾨ な ど ） で 取 り 組 む の で は な く 、
全 社 で 取 り 組 む こ と が 成 功 に 向 け て 重 要 と さ れ て い ま す 。

業務の効率化

付加価値向上

新ビジネス創出

ビジネスモデル変⾰

⽂化・マインド変⾰

全社戦略に基づき、全社的にDXに取り
組んでいる（207）

出典︓IPA調査デジタル時代のスキル変⾰等に関する調査 報告書
https://www.ipa.go.jp/files/000090458.pdf P14

17.1%増

10.2%増

17.0%増

21.6%増

26.5%増

成功
確率の
増加分

全員で取り組むことで成果につながる

© 2 0 2 1  D i g i t a l  L i t e r a c y  C o u n c i l

https://www.ipa.go.jp/files/000090458.pdf


JDLAが実施する検定・資格試験

ジェネラリスト
ディープラーニングの基礎知識を有し

適切な活⽤⽅針を決定して
事業応⽤する能⼒を持つ⼈材

エンジニア
ディープラーニングの理論を理解し

適切な⼿法を選択して
実装する能⼒を持つ⼈材



G検定累計受験者：81,444名 累計合格者：53,027名 E資格累計受験者：6,647名 累計合格者：4,838名

G検定の受験者数は累計8万人を突破。G検定/E資格の累計合格者数は約5.8万人に！

G検定/E資格 実施結果



受験資格
制限なし

実施概要
試験時間︓120分
知識問題（多肢選択式・220問程度）
オンライン実施（⾃宅受験）

受験費⽤
⼀般︓12,000円（税別）
学⽣︓ 5,000円（税別）
※2020#2 のみ⼀般︓6,000円（税抜）学⽣︓2,500 円（税抜）

G検定とは︖

ジェネラリスト
ディープラーニングの基礎知識を有し

適切な活⽤⽅針を決定して
事業応⽤する能⼒を持つ⼈材



G検定の教本



⼈⼯知能（AI）とは（⼈⼯知能の定義）
⼈⼯知能をめぐる動向
探索・推論、知識表現、機械学習、深層学習

⼈⼯知能分野の問題
トイプロブレム、フレーム問題、弱いAI、強いAI、⾝体性、シン
ボルグラウンディング問題、特徴量設計、チューリングテスト、シ
ンギュラリティ

機械学習の具体的⼿法
代表的な⼿法（教師あり学習、教師なし学習、強化学習）
、データの扱い、評価指標

ディープラーニングの概要
ニューラルネットワークとディープラーニング、既存のニューラルネッ
トワークにおける問題、ディープラーニングのアプローチ、CPUと
GPU、ディープラーニングのデータ量、活性化関数、学習率の
最適化、更なるテクニック

G検定の試験範囲
ディープラーニングの⼿法

CNN、深層⽣成モデル、画像認識分野での応⽤、⾳声処
理と⾃然⾔語処理分野、RNN、深層強化学習、ロボティク
ス、マルチモーダル、モデルの解釈性とその対応

ディープラーニングの社会実装に向けて
AIプロジェクトの計画、データ収集、加⼯・分析・学習、実装
・運⽤・評価法律（個⼈情報保護法・著作権法・不正競
争防⽌法・特許法）、契約倫理、現⾏の議論（プライバシ
ー、バイアス、透明性、アカウンタビリティ、ELSI、XAI、ディー
プフェイク、ダイバーシティ）



地域

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州・沖縄 海外 不明

累計受験者数 890 1,612 56,453 7,988 9,266 1,295 497 3,148 259 33

累計合格者数 603 907 37,155 5,444 5,766 798 292 1,843 199 18

G2022#2受験者数 67 202 4,479 580 635 92 50 280 12 1

G2022#2合格者数 48 90 2,809 366 361 56 32 147 7 1



都道府県

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

北海
道 ⻘森 岩⼿ 宮城 秋⽥ ⼭形 福島 茨城 栃⽊ 群⾺ 埼⽟ 千葉 東京

神奈
川 新潟 富⼭ ⽯川 福井 ⼭梨 ⻑野 岐⾩ 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 ⼤阪 兵庫 奈良

和歌
⼭ ⿃取 島根 岡⼭ 広島 ⼭⼝ 徳島 ⾹川 愛媛 ⾼知 福岡 佐賀 ⻑崎 熊本 ⼤分 宮崎

⿅児
島 沖縄

累計受験者数 894 63 170 946 68 220 152 955 582 395 4649 4651 3324112269 414 308 429 104 164 430 397 1000 4785 372 436 1272 4861 2190 397 81 93 65 272 718 152 46 220 143 92 1866 195 153 223 223 117 205 181

累計合格者数 583 37 100 526 51 130 97 642 374 227 2973 2858 22122 8125 261 214 292 66 104 299 281 662 3259 239 280 635 2944 1329 263 58 61 35 158 458 115 33 124 77 46 1110 102 105 132 121 74 97 113

G2022#2受験者数 67 4 9 147 6 23 13 64 57 31 369 370 2645 943 44 31 22 5 9 46 28 103 292 27 29 77 327 137 31 7 4 3 29 44 12 5 15 14 16 147 14 7 11 21 12 53 15

G2022#2合格者数 48 2 5 60 6 9 8 43 33 20 223 218 1655 617 22 18 14 3 4 26 20 70 189 16 21 54 177 68 21 4 3 1 14 30 8 4 8 8 12 78 7 6 6 12 6 22 10



地域（2022#2）

東京都

41%

神奈川県

15%

千葉県

6%

埼玉県

6%

大阪府

5%

愛知県

5%

宮城県

2%

福岡県

2%

兵庫県

2%

静岡県

2%
その他

14%



年齢

0

10,000

20,000

30,000

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

累計受験者数 1,299 26,863 24,156 19,087 8,850 1,068 70 51

累計合格者数 639 19,244 16,351 11,482 4,684 573 25 29

G2022#2受験者数 142 2,324 1,726 1,390 701 107 5 3

G2022#2合格者数 46 1,586 1,105 781 342 53 2 2



業種

0

5,000

10,000

15,000

ソフト

ウェア業

情報処

理・提供

サービス

業

コン

ピュータ

及び周
辺機器

製造ま

たは販

売業

農林業、
漁業、鉱

業

建設業 製造業

電気・ガ

ス・熱供

給・水道

業

運輸・通

信業

卸売・小
売業、飲

食店

金融・保
険業、不

動産業

サービス

業

調査業、

広告業

医療・福

祉業

教育（学
校、研究

機関）

官公庁、
公益団

体

大学院

生
大学生 高専生

専門学

校生
高校生

小中学

生

その他

学生

無職、そ

の他

未回答/
不明

累計受験者数 12,479 14,789 2,312 121 1,430 10,169 507 4,304 1,846 4,975 2,641 495 705 541 823 1,660 3,643 72 775 113 16 906 14,033 2,089

累計合格者数 8,112 9,717 1,277 97 870 7,304 373 2,682 1,163 3,191 1,642 354 478 375 592 1,392 2,393 48 235 56 8 619 8,878 1,171

G2022#2受験者数 1,041 1,249 260 5 101 1,053 53 409 94 870 265 19 58 40 65 25 48 12 132 599

G2022#2合格者数 661 813 166 4 59 694 41 183 59 509 156 14 38 22 44 17 28 3 79 327



職種

0

10,000

20,000

情報システム・
システム企画

研究・開発
企画・調査・
マーケティング

営業・販売
経営・

社業全般
⽣産・製造 経営企画

総務・経理・
⼈事

学⽣ その他 未回答

累計受験者数 17,184 17,353 5,496 7,734 1,776 4,570 1,560 1,672 7,907 11,406 4,786

累計合格者数 11,277 13,047 3,722 4,275 1,114 2,767 1,078 1,019 5,167 6,787 2,774

G2022#2受験者数 1,317 1,271 432 630 79 391 94 178 621 1,350 35

G2022#2合格者数 860 935 288 311 53 235 61 106 338 712 18



役職

0

10,000

20,000

30,000

40,000

⼀般社員級 係⻑・主任級 課⻑級 部⻑級 役員・経営者級 学⽣ その他 未回答・不明

累計受験者数 35,760 14,166 8,769 2,999 1,593 7,907 3,015 7,235

累計合格者数 24,190 9,163 5,519 1,944 982 5,167 1,774 4,288

G2022#2受験者数 3,184 1,024 720 178 60 621 577 34

G2022#2合格者数 2,065 615 450 98 44 338 289 18



E資格とは︖

受験資格
JDLA認定プログラムの修了

実施概要
試験時間︓120分
知識問題（多肢選択式・100問程度）
会場試験（各地の指定試験会場）

受験費⽤
⼀般︓30,000円（税別）
学⽣︓20,000円（税別）

エンジニア
ディープラーニングの理論を理解し

適切な⼿法を選択して
実装する能⼒を持つ⼈材



E資格の試験範囲
応⽤数学
線形代数
確率・統計
情報理論

機械学習
機械学習の基礎
実⽤的な⽅法論

深層学習
順伝播型ネットワーク
深層モデルのための正則化
深層モデルのための最適化
畳み込みネットワーク

深層学習
回帰結合型ニューラルネットワークと再帰的ネット
ワーク
⽣成モデル
強化学習
深層学習の適応⽅法

開発・運⽤環境
ミドルウェア
軽量化・⾼速化技術



地域

0

2500

5000

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州・沖縄 その他・不明

累計受験者数 50 152 4,592 763 767 59 30 197 37

累計合格者数 38 95 3,330 573 574 44 25 135 24

2022#1受験者数 7 51 847 187 160 11 13 51 0

2022#1合格者数 6 35 628 142 114 10 10 37 0



都道府県

0

1000

2000

北
海
道

⻘
森

岩
⼿

宮
城

秋
⽥

⼭
形

福
島

茨
城

栃
⽊

群
⾺

埼
⽟

千
葉

東
京

神
奈
川

新
潟

富
⼭

⽯
川

福
井

⼭
梨

⻑
野

岐
⾩

静
岡
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京
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⼤
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兵
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⼭

⿃
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島
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岡
⼭

広
島

⼭
⼝

徳
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愛
媛

⾼
知
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岡
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賀

⻑
崎

熊
本

⼤
分

宮
崎

⿅
児
島

沖
縄

その
他

累計受験者数 50 0 47 53 10 30 12 92 52 31 377362 2,5 1,1 19 18 33 5 8 32 38 101509 23 32 71 443165 28 5 3 1 18 31 6 3 10 4 13 134 6 5 19 17 3 4 9 37

累計合格者数 38 0 14 42 3 26 10 64 41 18 258269 1,8 818 12 18 24 4 5 27 25 75 383 14 27 53 334119 24 3 0 1 15 24 4 3 9 4 9 90 6 5 14 9 3 4 4 24

2022#1受験者数 7 0 12 24 1 11 3 20 10 13 83 75 411235 4 1 9 1 3 14 10 18 127 7 10 13 88 40 2 0 0 0 3 8 0 1 4 1 7 29 2 5 6 6 0 1 2 0

2022#1合格者数 6 0 3 19 1 9 3 11 8 7 61 58 303180 1 1 5 1 0 11 7 14 102 3 6 10 63 30 2 0 0 0 3 7 0 1 3 1 5 20 2 5 4 4 0 1 1 0



年齢

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

累計受験者数 14 2,320 2,256 1,454 475 107 3 18

累計合格者数 13 1,789 1,661 972 326 64 3 10

2022#1受験者数 1 502 427 283 93 16 3 2

2022#1合格者数 0 396 312 188 72 9 3 2

0

1500

3000



業種

0

1,000

2,000

ソフトウェ
ア業

情報処
理・提供
サービス
業

コン
ピュータ
及び周
辺機器
製造また
は販売
業

農林業・
漁業・鉱
業

建設業 製造業

電気・ガ
ス・熱供
給・⽔道
業

運輸・通
信業

卸売・⼩
売業、
飲⾷店

⾦融・保
険業、
不動産
業

サービス
業

調査
業、広
告業

医療・福
祉業

教育
（学校・
研究機
関）

官公庁・
公益団
体

⼤学院
⽣

⼤学⽣
専⾨学
校⽣

⾼専⽣ ⾼校⽣
⼩中学
⽣

無職その
他

累計受験者数 1,840 1,712 125 20 104 1,151 50 249 76 235 150 19 79 56 73 194 180 4 1 3 1 325

累計合格者数 1,260 1,154 90 17 76 932 42 185 50 179 107 15 64 48 57 171 148 2 0 3 0 238

2022#1受験者数 353 322 15 4 19 225 7 42 7 51 40 5 20 9 12 35 44 0 1 0 1 116

2022#1合格者数 246 217 12 3 17 182 5 31 5 39 33 4 18 9 10 30 35 0 0 0 0 86



職種

0

1,500

3,000

情報システム・
システム企画

研究・開発
企画・調査・
マーケティング

営業・販売 経営・社業全般 ⽣産・製造 経営企画
総務・経理・

⼈事
学⽣ その他

累計受験者数 2,068 2,585 332 113 101 258 74 67 410 639

累計合格者数 1,354 1,999 229 79 73 175 53 51 344 481

2022#1受験者数 388 537 69 24 17 60 15 18 93 106

2022#1合格者数 262 422 43 15 14 45 11 11 74 85



役職

0

1,000

2,000

3,000

⼀般社員級 主任・係⻑級 課⻑級 部⻑級 役員・経営者 学⽣ 無職・その他

累計受験者数 2,833 1,164 452 160 150 320 241

累計合格者数 2,069 812 315 117 96 273 174

2022#1受験者数 634 267 82 35 33 65 54

2022#1合格者数 464 196 67 25 22 57 41



まだまだ、
業務で活⽤できていない⼈が多い



AI関連の業務に携わっているか

対象︓G検定を取得されている⽅

N=1759名



AI関連の業務に携わっているか

対象︓E資格を取得されている⽅

n=625名



G検定取得は役⽴ちましたか

対象︓G資格を取得された⽅

n=1759名



G検定を取得して良かった声
実際のコメントをピックアップ

● 20代後半 団体・組合等「CDLEコミュニティの情報は会社よりかなり早く役⽴っている。実業務でも知識取得してい
る証明として役⽴っている。」

● 20代後半 建設業「チャットボット導⼊のプロジェクトにアサインされた際に事業会社の⽴場として仕様を的確に理解
して導⼊を進めることができた。」

● 20代後半 医療機関「通常業務ではプログラミングすることのない部署に所属しているが、G検定を取得したことで
検討段階であったAI・IoTに関する案件を任され、実際にAIモデルの作成などを⾏う事ができた。」

● 30代前半 メーカー（電気・電⼦・機械 以外）「G検定の取得によりAI開発チーム(アジャイル・スクラム)のスクラム
マスターに抜擢された。」

● 30代前半 医療機関「きちんと理解できないまま、datarobotを使⽤していたが、g検定の勉強を通してAIの基礎
がわかり、⾃分がおこなっている作業がなんなのかわかるようになった。」

● 30代後半 広告・出版・印刷業「AIに関するキーワードをベンダー側と共有できるようになり、ベンダー側もある程度
の基礎知識があるという前提で中⾝に突っ込んだ提案・確認をしてくるのでシステム開発のスピードアップにつながっ
た。」

● 40代前半 建設業「AIQuestを受講するきっかけとなり、そこからPBLや技術者と知り合うことができ、意⾒交換を
通して知⾒が深まった。」

● 40代前半 団体・組合等「知識以上にCDLEのコミュニティでコネクションができたことが⼤きい。お仕事相談チャンネ
ルで実際にAI案件のパートナーができた。」

● 40代後半 団体・組合等「AIのプロジェクトを管理しているが、エンジニアたちと話す際の技術的な⾯の助けに役⽴
った」



E資格取得は役⽴ちましたか

対象︓E資格を取得されている⽅

n=625名



E資格を取得して良かった声
実際のコメントをピックアップ

● 20代後半 ⾦融・証券・保険業「AIに関する⾃社サービスに関する理解が深まった。」
● 30代前半 メーカー（電気・電⼦・機械 以外）「E資格のためにソースコードを書いたおかげで、業務で問題なくAI
関連のソースコードを書くことができた。」

● 30代前半 商社（以外）「AIの仕組みを理解できていないまま業務に 取り組んでいましたが、取得したことでより
論理的に説明ができるようになりました。」

● 30代後半 運輸「クライアントのDxやデータ利活⽤について的確なアドバイスができるようになった。」
● 30代後半 団体・組合等「具体的な実装まで含めて理解できるため、実装を伴うプロジェクトや企画の際にトラブル
シュートが可能だった。 また、資格のホルダーであることを明⽰するだけでもリクルーターからのAI関連企業に関する情
報が集まりやすくなった。」

● 40代前半 団体・組合等「ベンチャーと組んだAIのpocプロジェクトにアサインされているが、⽤語などに簡単について
いけるようになり理解がかなり深まっているように感じている。」

● 40代前半 医療機関「広くAI、ディープラーニング等で実施可能なことが学べたことで⾃社に組み込めそうなアイディ
ア出しに参加することが可能となった。また社内のDXリテラシー向上に向けて⾃⾝のエピソードとしてG検定取得が役
に⽴っている点を説明した。」

● 40代前半 医療機関「 メーカーの開発職から、AIの導⼊を含めたFAの設備の企画や導⼊を決めるセクションを任
せられる会社に転職できたこと」

● 40代前半 流通・⼩売「AI導⼊案件の実装の可否について、尋ねられることが増えた」
● 50代前半 ⾦融・証券・保険業「AIの⽤語について理解できるようになり、社内の資料の深い理解につながった。他

のスタッフにAIについて説明できる能⼒が得られた。AIに過度な期待を持たず、⾃社のビジネスに現実的に役⽴てら
れる指針をもてるようになった。」



合格者の社会での活躍こそが、
⽇本の産業への実装そのもの

JDLAは合格者を
全⼒で依怙贔屓します





繋がる
CONNECT

使う
USE

学ぶ
STUDY

JDLA主催︓有識者や著名⼈を招いたメンバー限定の勉強会/特別講演、技術カンファレンス報告会
メンバー主催︓勉強会、読書会、輪読会など 年間約30本のセミナー開催

オンラインコミュニティSlackに加え、会員制コミュニティサイトβ版を導⼊
地域別・業界別・⼥性グループ・学⽣グループ・スタートアップのe-meet-up企画が活発化

2021CDLEハッカソン（JDLA主催）、CDLE Youth x リテールAI研究会共催「Student Cup」開催
CDLE版 AI QUEST実施（経産省主催「AI QUEST」のデータ提供を受けて仮想AIプロジェクトを推進）



CDLE

…

学ぶ・繋がる・使う ディープラーニングで繋がる⽇本最⼤のAI⼈材コミュニティ
p 学ぶ

ü JDLA主催︓有識者や著名⼈を招いたメンバー限定の勉強会/特別講演、技術カンファレンス報告会
ü メンバー主催︓勉強会、読書会、輪読会など 年間約30本のセミナー開催

p 繋がる
ü オンラインコミュニティSlackに加え、会員制コミュニティサイトβ版を導⼊
ü 地域別・業界別・⼥性グループ・学⽣グループ・スタートアップのe-meet-up企画が活発化

p 使う
ü 2021CDLEハッカソン（JDLA主催）、CDLE Youth x リテールAI研究会共催「Student Cup」開催
ü CDLE版 AI QUEST実施（経産省主催「AI QUEST」のデータ提供を受けて仮想AIプロジェクトを推進）

CDLEハッカソン2021 キックオフの様⼦（2021/10/16）

https://cdle.jp/




©2022 AI Smiley 
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・ディープラーニング 技術と最新動向
・社会実装のために
・DL  fo r  DX 活⽤事例

DL for DX
⽇本の産業競争⼒を⾼めるために



K E Y W O R D . 1

“DXで、ビジネスの基本が変わった”

-時間軸が早くなった

-組織の在り方が変化した



DX
D ig i t a l  Tran s f o r ma t i on

社会全体で D Xに向かう中、

あらゆる業種 /産業でデジタル化が急速に進んでいます。

56 %

出典： I P A 「 D X白書 2 0 2 1」

日本における企業の D X取り組み状況



Professor Eric Stolterman
Umeå University in Sweden

“IT penetration will make changes for the better in every aspect of peopleʼs lives.”

「ITの浸透が、⼈々の⽣活をあらゆる⾯でより良い⽅向に変化させる」

→DXという⾔葉を最初に提唱

“DXの最初の定義”

D X （ D i g i t a l  T r a n s f o r m a t i o n ） と は ？
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-デジタイゼーション - -デジタライゼーション -

デジタルトランスフォーメーション

D i g i t i z a t i o n D i g i t a l i z a t i o n

アナログ デジタル デジタル

業務効率化

付加価値向上

とは？

&

D i g i t a l  T r a n s f o r m a t i o n

（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）



“DXの鍵は「データ活用」”



DXの鍵は「データ活用」

デジタルを “使う ” データを活用する
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デジタル化とA I活用

デジタイゼーション

A I活用

○デジタルデータ化
-センサー
-IoT
-クラウド

○システム化

○機械学習
○ディープラーニング

データ化

データ活用

ロボティクス

（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）



参考

 

「 デ ジ タ ル ・ I T 」 の す ご さ

「 デ ー タ 」 の す ご さ

「 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ 」 の す ご さ

そもそもプログラムを書けば、多くの繰り返しの仕事が
⾃動化・効率化できる

そもそも多くのデータを扱うプログラムを書けば
いろいろなことが分析できる、⾃動化できる

「深い」階層をもった関数を使えば、
いろいろなデータ処理が⾼い精度で⾃動化できる

1980-90年代〜

2000年代〜

2012年〜

（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）



デジタル化がもたらしたもの

1 .データが扱えるようになった

2 .扱えるデータの量が増えた

3 .データ化できるものが増えた

4 .あらゆるものが自動化可能になってきた



DXにおけるA I・ディープラーニング

顔

文字

医用画像

店舗内画像

工場内画像

…

音声

I o Tセンサ

認識・識別技術により

デジタルデータへ

時系列データ

移動履歴

P O S

行動ログ

クエリー

チャット

…

予測

異常検知

最適化

マッチング

…

人が見る：統計・調査

人が対応

自動対応

自動での実行

U I / U Xの個人化

推薦・検索の個人化

自然言語生成

機械制御

…

もともとデジタル

リアル（あるいは生データすぎて扱えなかったもの）

人が見る：監視

I N P U T O U T P U T
D i g i t i z a t i o n D i g i t a l i z a t i o n

（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）



DXにおけるA I・ディープラーニング

顔

文字

医用画像

店舗内画像

工場内画像

…

音声

I o Tセンサ

認識・識別技術により

デジタルデータへ

時系列データ

移動履歴

P O S

行動ログ

クエリー

チャット

…

予測

異常検知

最適化

マッチング

…

人が見る：統計・調査

人が対応

自動対応

自動での実行

U I / U Xの個人化

推薦・検索の個人化

自然言語生成

機械制御

…

もともとデジタル

リアル（あるいは生データすぎて扱えなかったもの）

I N P U T

人が見る：監視

O U T P U T
D i g i t i z a t i o n D i g i t a l i z a t i o n

※  D L に よ っ て 精 度 向 上 し た も の
※  D L に よ っ て ⼤ 幅 に 扱 え る よ う に な っ た も の

（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）



https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NXR/21/jdla0430/

A I （ ⼈ ⼯ 知 能 ） を イ ン フ ラ に し て 、
⼯ 場 の 在 り ⽅ を ガ ラ リ と 変 え る

天井にカメラを設置。
AI活⽤で実現した
⾃社開発の無⼈搬送機

50ミクロンほどの傷を
⾒分けるAI検査装置

2018年1⽉、すべては変わった。

「時代の⼤きなうねりは変えられない。
⾃分たちが変わらなければ。」



https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NXR/21/jdla0430/

保 育 の 現 場 に も D X は 起 こ る 。
デ ー タ 化 が 価 値 を 膨 ら ま せ て い く 。

画像認識により、
写真で園児と家庭を繋ぐ。
⼯数削減しUXも向上。

体動センサーで実現する
午睡チェックの労⼒軽減
と事故リスクの軽減。

満⾜度向上、離職率低下の好循環

「関わる⼈みんなを幸せにするから
DXは進んでいく」



y(t) = a (1+r)t

©2021 Yutaka Matsuo



とは？
（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）

各領域における問題意識

AIの進化

DXの重要性

スタートアップ
の重要性

技術的な進化が続き
業務上の機会も積極的に
広がっている

DXが重要という認識は
広がる一方で、各社
まだうまくいっていない

起業家思考、仮説思考、
行動すること

y( t )  = a (1+r) t

>
r を⼤きくする t を⼤きくする

従来 DX
y ( t ) :  t 年 後 の ⾦ 額
a :  元 本 r :  利 率 t :  運 ⽤ 期 間



- rを増やす- - tを増やす-

（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）

DXによるビジネス変化イメージ

a=10 r=104%-110 t=0-30年
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104% 106% 108% 110%

t+10

従来のアプローチ：ｒを⼤きくする DXのアプローチ：ｔを増やす



13年で13倍
https://diamond.jp/articles/-/263555

60年で9倍

⾃動⾞業界売上推移

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E7%94%A3%E6%A5%AD

tを増やす rを増やす

©2021 Yutaka Matsuo



テスラ売上推移

9年で200倍
（tを増やした指数曲線っぽい）

©2021 Yutaka Matsuo



（ 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9  第 ２ 回 A I ・ ⼈ ⼯ 知 能 E X P O 2 0 2 1 秋 松 尾 理 事 ⻑ 講 演 よ り ）

” t ”を使う時代が来ている

テスラは何をしている・・・？
◯ディーラー持たない
◯ワイヤレス、ソフトウェア、アッ
プデート
◯ソーシャル中⼼のマーケティング
➔結果、時価総額80兆円以上

・デジタル化・AI化できるところは、
デジタル化・AI化する
➔より早く動くということ

・早く失敗する（リーン）
・仮説思考
・オープン・フラット・多様 • D X は 本 来 ｔ を 増 や す と い う こ と

• ｔを増やす（ターボを使う）時代
が来ている

• 世 界 中 の 企 業 が タ ー ボ を 使 い 始 め
た 今 、 ⽇ 本 企 業 も タ ー ボ を 使 う こ
と が 求 め ら て い る

• タ ー ボ を 発 動 で き る ⼈ 材 と そ の よ
う な 組 織 ⾵ ⼟ へ の 転 換 が 必 要

これらは全て

ｔを増やすアプローチ

9年で売上約 2 0 0倍



社会実装事例
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https://ledge.ai/dla2/

大賞：
日立造船の発電所などに使える検査システム
300時間休みなく人間が作業する試算から機械任せの70時間へ

プラントや発電所などに使われる、[熱交換器]の損傷を検査するためのシステム「AI超音波探傷検査システム」。
従来は、超音波検査結果の画像データを検査員が目視で判断するため、気の遠くなるような作業が必要だったという

。そこで、画像データの解析にディープラーニングを活用し、高い精度での自動化を実現することで、解析時間とコ
ストの低減に成功した。



https://ledge.ai/dla2/

優秀賞：食品部門 電通「まぐろの目利き」AI
ディープラーニングの画像認識によって、尾の断面を見て良し悪しを判断する「まぐろの目利き」
を代替した。目利き職人の後継者不足などの課題解決に貢献したことに加え、大手回転ずしチェー
ンや中国の市場で導入されている実績が評価された。

優秀賞：モビリティ部門 ナビタイムジャパン「ディープ
ラーニング活用の『ドラレコNAVITIME』アプリ」
ドライブレコーダーで撮影した画像をディープラーニングで分析し、前方車両の接近を検知できる
。

優秀賞：メディア部門 ヤフー「不適切なコメント投稿を
検知するAI開発」
ディープラーニングを活用し、Yahoo!ニュースのコメント欄に書き込まれる不適切な内容を自動的
に削除する。自然言語処理のなかでも、最新モデルの「BERT（バート）」というモデルを応用し
、従来の機械学習より3倍弱検知数が高めたとしている。

優秀賞：ファッション部門 ニューラルポケット「ファッ
ショントレンド分析AI AI-MD」
SNSやショッピングサイトなど、オンライン上の情報や画像データをディープラーニングを組み合
わせて分析した。半年後のファッショントレンドを分析することで、ファッション業界の課題であ
る廃棄を抑制し、利益率の向上に対しても実績を上げたという。

優秀賞：インフラ部門 イクシス「社会・産業インフラの
生産性向上プロジェクト」
同プロジェクトでは、橋梁（きょうりょう）などのインフラやビルのコンクリートの損傷点検など
に、ロボットとディープラーニングを組み合わせて活用。点検用画像をロボットで撮影し、解析に
ディープラーニングを用いるシステムで点検業務に掛かる作業を効率化した。具体的には、生産性
を2倍にできたとしている。

特別賞：日本気象協会の「JWA-AI予測」 ユーザーローカルの「オンライン試験の不正抑止AI」



AIは研究から実⽤フェーズへ
活⽤の勘所と苦労を先駆者から学ぶ

第1章ディープラーニングの発展予測
第2章 Step1 人の「眼」となり単純作業から解放する
第3章 Step2 「五感」を担い行動予測や異常検知を実
現
第4章 Step3 現実社会に柔軟に対応「ロボット」「自
動運転」の時代
第5章「創作」業務へも広がる活用範囲
第6章ビジネス活用の勘所を理解する6の問



ディープラーニング活⽤なくして
ビジネスの⾶躍的成⻑なし

• 第1章 ディープラーニングで付加価値⾼め、こ
うして稼ぐ ──⽇本ディープラーニング協会松
尾豊理事⻑に聞く

• 第2章 商品開発・業界構造を変える
• 第3章 消費者のデマンドに応える
• 第4章 働き⽅を改⾰する
• 第5章 不正・異常を検知、社会課題を解決する
• 第6章 先端技術の動向を知る

活⽤事例が満載。キューピー、楽天、NTTドコモ、
フジクラ、荏原環境プラント、リコーなどが明かす
「ビジネス活⽤の最前線」がここにある



事例分類

173

識別
カメラ画像

予測
数列DATA

会話
⾃然⾔語

実⾏
ロボット制御

代⾏型 拡張型

• 4分類／２型

©のぐりゅう 2021
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精密部品検品
武蔵精密⼯業

ホンダ系⾃動⾞部品メーカー
不良品の⾃動検知システムを試作

ディープラーニング活⽤事例 識別 検査
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ディープラーニング活⽤事例

マグロ⽬利きAI
電通、電通国際情報サービス 、双⽇

熟練の技術が必要なマグロの⽬利きを、
画像解析を活⽤して判定。85%の精度
を実現した。

⽬利きのいない遠洋の漁港でも⽬利きが
可能となり、より的確に良いマグロを仕⼊
れることが可能になる。

識別 検査
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ディープラーニング活⽤事例

AI⾷品原料検査装置
キューピー、ブレインパッド 、グーグル、⽇⽴

⾷品⼯場における原料検査において従来とは
逆転の「良品を検出する」という発想を取り⼊
れるとともに、技術者でなくとも活⽤できる操
作性でありながら⾼精度かつ低価格に実⽤
化。競合への外販も。

識別 検査



https://global.infervision.com/product/19/
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ディープラーニング活⽤事例

COVID-19症例の
CT画像診断
InferVision(中国)
CESデカルト(⽇本)

中国の企業InferVisionが開発した、
COVID-19肺炎画像解析AIプログラム
InferRead CT Pneumonia
患者の肺のCT画像を読み取り、2分で肺
炎の可能性を医師に提⽰

識別 検査



⽔産養殖におけるスマート給
UMITRON

ソース︓https://www.youtube.com/watch?v=hbIQdvOMJdY

ディープラーニング活⽤事例 識別 養殖
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ディープラーニング活⽤事例 識別 ⾷品

⾷品加⼯のための⾻領域判別画像認識AI
調和技研
セマンテックセグメンテーション技術を応⽤し、ロボットによる⾼精密な⽣鮮⾷品加⼯を⾏うための⾻
領域画像認識AIを開発。さらにロボットに組み込むためのAIモジュールも作成。

https://www.chowagiken.co.jp/solution/
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危険エ
リア

WARNING

危険箇所判定／安全装備確認
GAUSS
建設現場や⼯場などでの危険エリアへの侵⼊検知。
また、同様のカメラで装備品の確認も可能。

識別ディープラーニング活⽤事例 作業
現場
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メーター＆伝票読み取り
INTEGRAI

製造⼯場のメーターや伝票などの⾮デジタル化データの読み取りによるDX化促進。

ディープラーニング活⽤事例 識別 ⼯場



182

ディープラーニング活⽤事例

ひび割れ等の抽出作業を⾃動化
イクシス

構造物の損傷発⽣部位を特定。画像データ
から損傷サイズを計算し、⾊分けして分類
表⽰。ロボットを⽤いてML予測＆学習⽤の
⾼品質なデータを取得できるため、橋梁点
検などにも使われている。

識別 検査ロボット
⼯学

https://www.ixs.co.jp/
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ディープラーニング活⽤事例

橋梁損傷検査
ニチレキ、GRID

建設後50年を経過すると急激に破損
リスクが⾼まる橋梁。全国73万のうち
2033年には60％を越える橋が建築
50年を経過する。
経験者が⽬視で100mあたり4時間か
けていたものを、電磁波技術を活⽤し、
⾮破壊で橋梁内部の損傷箇所範囲を
検出し、数分で完了。精度89.4%を
実現。

識別 検査

https://www.anytech.io/

電磁波
レーダ
ー

電磁波データを画像化
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ディープラーニング活⽤事例

送電線の検査ロボット
三豊AI開発
正解データから異常を検出。電線上を⾃⾛するロ
ボット。

識別 検査ロボット
⼯学
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ディープラーニング活⽤事例

⽔質判定
AnyTech

世界初の⽔質判定AI。多様
な流体の品質検査や異常検
知をディープラーニングで実現
する技術を事業化。⽔処理
施設・バイオ医薬品・化粧
品・飲料製造⼯場、⾃動⾞
関連企業など、対象領域は
幅広い。

識別 検査

https://www.anytech.io/

流体
⼒学
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ディープラーニング活⽤事例

衛星画像解析
Ridge-i

識別 検出
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ディープラーニング活⽤事例

混雑監視
SECURE

監視カメラを活⽤し、混雑状況の可視化。売上15％増加を達成。

識別 店舗



識別
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ディープラーニング活⽤事例 管理

⼊退室管理
Ollo
エッジデバイスで動く⾼精度な顔認証システム。インターネット不要。正⾯顔だけでなく、横顔、
マスク、メガネ、経年変化に対応し、⽴ち⽌まらず通り過ぎるだけで認証する。
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ディープラーニング活⽤事例

⼊退室＆稼働管理
FIT&GO(フィットイージー)、SECURE

全国施設の稼働管理にカメラを活⽤。ゆくゆくは無⼈店舗を計画。

識別 管理
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ディープラーニング活⽤事例

事前登録無しでの同⼀⼈物特定
Ridge-i

識別 管理



クリーニング店
無⼈受付
エルアンドエー

福岡のクリーニング店が50万円で
「無⼈AI受付」を⾃作。割引レジと
して稼働。

識別ディープラーニング活⽤事例 店舗



左室収縮能低下を判別する心電図AIの可視化

竹内さん Neural Informa,on Processing Systems 2021
©東京⼤学循環器内科 特任講師 ⼩寺聡 JDLA勉強会2022 講演



識別
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ディープラーニング活⽤事例 流通

資料提供︓フューチャー

ナンバープレート認識AI
モノフル、フューチャースタンダード
トラックのナンバープレート画像をディープラーニングで認識。物流施設内のトラックの正確な状
態把握によりオペレーション効率化とドライバーの待機時間削減を実現。
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ディープラーニング活⽤事例

ロックレス＆スマート駐⾞場
アイテック、PKSHA

識別 事業
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ディープラーニング活⽤事例

リアル空間知能化による遠隔診断「シセイカルテ」
Sapeet（PKSHA）

識別 医療



ディープラーニング活⽤事例

店舗内カメラ設置による
顧客認識・解析
トライアルホールディングス

店舗に699台の独⾃開発カメラを設置。独
⾃開発のAIで、来店者数をカウント。商品の
認識を実現。店内の⼈流導線把握や、商品
棚の⽋品状況をデータ化。
店内レイアウト、商品棚作りにも役⽴てる。

予測 流通

https://dcross.impress.co.jp/docs/usecase/001642.html
196
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ディープラーニング活⽤事例

不正カード利⽤の犯罪検知
PKSHA

予測 ⾦融



予測
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ディープラーニング活⽤事例 ⾦融

株の不正取引検知
⽇本取引所⾃主規制法⼈、NEC、
⽇⽴

“⾒せ⽟”といわれる相場操縦⾏為な
ど不公正取引を監視・防⽌する売買
審査にAIを導⼊。初期段階の調査を
迅速化し、審査担当者は詳細な本
格調査に注⼒でき、深度のある精緻
な最終判断を⾏えるように。



予測
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ディープラーニング活⽤事例 医療

ワクチン開発と抗体誘導ペプチド推定AI
フューチャー、アンジェス、⼤阪⼤学
深層学習の技術を活⽤したワクチン⽤抗原探索システム。抗原配
列等の最適かつ効率的な設計に貢献し、次世代ワクチンの開発ス
ピードを向上させている。

資料提供︓フューチャー



予測
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ディープラーニング活⽤事例 スポ
ーツ

PitchBrain
Sports Technology Lab、Preferred Networks
サッカーに特化した戦術/分析⽀援アナリティクスツール。ディープラーニングを使って直接プレーに絡んでいな
い選⼿も含めたピッチ上の22⼈すべてのサッカー選⼿の⾏動を分析し、チームの課題や強みを定量化する。

https://www.sportstechnologylab.com



会話
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ディープラーニング活⽤事例 EC

資料提供︓Liaro

ささげ⽤原稿ライティングAI
Liaro
ECおいて必須であるささげ業務(撮影、採⼨、原稿)のうち原稿
ライティングを⾃動化。深層学習を⽤いて商品画像からデザイン
表現⽂を⽣成している。



ソース︓https://ascii.jp/elem/000/003/074/3074073/img.html

マンガの多⾔語
⾃動翻訳
MANTRA
吹き出しの中の⾔語、効果⾳
の⾔語を⾃動で翻訳。

会話ディープラーニング活⽤事例 エン
タメ



実⾏
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ディープラーニング活⽤事例 エン
タメ

DeepAnime
AlgoAge
１枚のイラスト画像から命を
宿したかのようなアニメーショ
ンを⾃動⽣成する深層学習
エンジン。⾳声など状況に合
わせて⽣成可能。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000040318.html



収穫ロボット（AGRIST）

ソース︓https://www.youtube.com/watch?v=OzJ8Lbbnt3M

ディープラーニング活⽤事例 実⾏ 農業ロボット



ピンポイント農薬散布 （OPTIM）

ソース︓https://www.youtube.com/watch?v=9wUbiGVJ0nM

ディープラーニング活⽤事例 実⾏ 農業ドローン



ディープラーニング活⽤事例

Self Driving Vehicle
⾃動運搬機
Musashi AI

作業現場に天井カメラを設置し、
SDV本体を制御。リアルタイム画像よ
りルートを最適化する。

実⾏ 製造
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http://www.musashi.co.jp/newsrelease/news/musashi_aisdv.html

資料提供：Musashi AI
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ディープラーニング活⽤事例

ゴミ焼却施設での⾃動クレーン
Ridge-i

実⾏ プラ
ント

DL活⽤アワード2019
優秀賞受賞



考えてみましょう︕
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識別
カメラ画像

予測
数列DATA

会話
⾃然⾔語

実⾏
ロボット制御

代⾏型 拡張型
©のぐりゅう 2021

業界 職種変化量 実現性



何故急がなければならないか

©2020 connectome.design inc. All Rights Reserved.

従来⼿法の性能
当初は問題固有にチューニングされており

性能が良い
⾃動的に改善することは無い

DLの性能
データが増加し、学習が進むと性能が向上する

ただし、性能が向上するような賢い地頭を持っていないければ
ならない

性能

データ量

この時点を超えると従来⼿法は追いつく
ことは出来なくなる

如何にこの臨界点を超えるか

Google・Facebook等⼤量のデータを持っていて、DLをガンガン回

せるところは既にここを超えている＝同じ⼿法では追
いつけない
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DCON2022 日本経済新聞（本選採録）

〇日経新聞 採録広告 朝刊 全国版

5/30付
212

日本経済新聞朝刊全国版 30段カラー
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DCON2022 本選出場チーム（記録写真）

53



DCON2022 記録写真

55



はじめに（実施の背景と狙い）

本コンテストは、高専生の日頃の学習成果を活かした、ものづくりの技術に、ディープラーニングを活用する
ことで、社会課題を解決する作品を作り出すコンテストです。競うのは、作品によって生み出される「事業」
です。作品の発表は、起業をイメージした事業を紹介するプレゼンピッチコンテストで行っていただきます。

先輩起業家であるメンターと高専生が共に、「事業」について考えていただいたものを提出いただき、現役の
投資家が審査を行い、事業評価額（バリエーション金額）を算定し、より大きい事業を創出したチームを優勝
とします。

ディープラーニング（DL）の技術は、習得し、活用しようとすると、カメラ、通信、電源、チップ、アクチ
ュエータ、さまざまな制御機械等、ハードウェアの知識が必要になります。ディープラーニングを学んだ人が
ハードウェアを学ぶのには時間がかかります。一方で、ハードウェアを学んだ人がディープラーニングを学ぶ
のは早く、半年〜１年で習得できます。高専生は、電気・機械の技術を実践的に身につけています。しかも、
ディープラーニングの吸収も早いと考えられます。

高専生がディープラーニングを身につければ、機械・電気・DLという三種の神器が揃った20代の人材がいき
なり日本に誕生することになり、世界的に見ても非常に貴重な人材となるでしょう。

また、高専は各地にあり、地元で作ったベンチャーに東京から大きな投資資金が流れれば、地方経済にも大き
な刺激になのではないでしょうか。加えて、地方にある優良なものづくり企業と連携することで、地元企業の
底上げにもつながります。GAFAに代表されるようなインターネット人材を中心とする「スマートな」ディー
プラーニングの活用ではなく、ものづくりに密着した「泥臭い」「現場感のある」「実践的な」ディープラー
ニングの活用によってでしか解決できない社会課題があるはずです。

泥臭いやりかたと量で圧倒するアプローチで生み出される作品が、事業性をまとえば、急激に成長し世界で戦
える企業が生まれてくるのではないかと期待しています。また、起業せずとも、優秀な高専生を雇用すれば、
ディープラーニングを事業活用できるんだと考え、企業も皆元気が出ます。自分でもできそうと思えること
は、ものづくり企業の創意工夫につながる影響をもつと考えます。

216

DCON実行委員会委員長松尾豊



⾼専⽣ が持つ 「 も のづく り 」 の ス キ ル をベー ス に 、
デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ を 活 ⽤ し たビジネス を企図、 「 事業性」 を競うコン テ ス ト 。
最 も企業評価額が⼤きい チ ー ム が優勝と な り ま す 。

D C O N  と は ？

⾼専⽣の持つ
ものづくりスキル

ディープラーニング
を活⽤

事業化を
企図

事業評価

機械

電気

プログラ
ミング

Deep
Learning

Business
（ 事 業 ）

J D L A よ り
教 育 プ ロ グ ラ ム

の 無 償 提 供

先 輩 起 業 家 が
メ ン タ ー と し て

事 業 化 指 南

ベ ン チ ャ ー
キ ャ ピ タ リ ス ト

が 評 価 額 算 定

メ ン タ ー ジ ャ ッ ジ

本選当⽇

Presentation
プレゼンテーション



DCONとは︖
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アイディア
ソン

ハッカ
ソン

ビジネス
ピッチ

エントリー期間 プロトタイプ製作 メンタリング期間

⼀
次
審
査

⼆
次
審
査

最
終
審
査

7 - 9 ⽉ 10 – 1 ⽉ 2 – 4 ⽉

DLとモノづくりで社会課題を解
決するアイディア

⼿を動かす
動くプロトタイプを作る 製品を磨いて、事業を磨く

ディープラーニングで何ができるかわかっ
ていればいい。課題とそれを解決する
⽅法を検討できているか。

さまざまな資源提供。
プロコン・ロボコンにはいない技術アドバ
イザーもいる。

強⼒なメンターがつく。
ビズ系の知識をホントに⼿とり⾜取りサ
ポート。



DCON2022 最終結果
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DCON2022 最優秀賞

1位 一関工業高等専門学校 チーム名：Team MJ
作品名：D-Walk
企業評価額：10億円／投資額：5億円 投資希望人数：５名

（リードVC:松本氏）受賞：最優秀賞、丸井グループ賞

メンター：岡田陽介氏（ABEJA）

【作品概要】私たちTeam MJは認知症を予防し早期発見することのできるデバイスの開発を行っています。軽
度の認知症であれば二年間の治療でほとんどの場合、完治することが可能です。したがって、認知症において
は早期発見が重要になってきます。そこで、私たちは認知症の症状の大きな特徴である、すり足歩行、歩行時
のふらつきに着目し今回の製品を考案しました。

インソール型の足圧センサを靴に挿入し、加速度センサを搭載しているスマートフォンを持って歩行を行うだ
けで学習データをもとに認知症の推論を容易に行うことができます。
また、歩行すること自体が認知症の予防にもつながるため、予防ツールとしても機能します。



61

DCON2022 ２位

２位 大島商船高等専門学校 チーム名：大島商船 農業支援研究会

作品名：New Smart Gathering
企業評価額：10億円／投資額：３億円投資希望人数：５名（

リードVC:松本氏）受賞：経済産業大臣賞、AGC賞、KDDI賞メ

ンター：福野泰介氏（jig.jp）

【作品概要】私達、大島商船農業支援研究会は、現在の農業の置かれている過酷な現状を身に沁みて痛感しまし
た。近くのキクラゲ生産者からは、ビニールハウス内の室温が34°Cで湿度95%の非常に厳しい環境下で、ご高
齢の方の作業が中心になると伺いました。
そこで、私達はその解決策として、「New Smart Gathering」を提案します。本システムはキクラゲを自動で
収穫するためのシステムであり、昼夜を問わずリモートで収穫が行えるようになります。また、栽培工場にはロ
ボットアームとマイコンが設置され、作業場には認識用サーバと確認用VRが設置されるため、過酷な環境問題
を改善できます。将来的には様々な農作物に対応したシステムを開発し、現在の農場を自動化植物工場に代替す
ることで、災害等に負けない強い農業を実現します。
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DCON2022 ３位

3位 佐世保工業高等専門学校 チーム名：Iha_labo作品名：OtodeMiru 

~音解析技術を用いた森の見守りシステム~企業評価額：10億円／投資額：３億

円

投資希望人数：１名（リードVC:松本氏）

メンター：佐藤聡氏（connectome.design）

【作品概要】現在、Deep Learningを用いた音解析技術の進歩より、これを使用した環境モニタリングが話題
となっている。既に工場における異音検知や、街中の環境音測定による状況認識など様々なサービスの提供が
始まっている。しかしながら、これらはクラウド上で解析するものが多く、携帯回線やイーサネット回線外では
使用できない。
本作品ではDeep Learningを組み込んだオンサイトでの生物音および環境音などの解析を行い、LPWAを用いて
解析結果を収集するシステム「OtoDeMiru」を提案する。工場や街中における異常検知や防犯などの既存シス
テムの低コスト化だけでなく、携帯回線等の届かない山中での環境センシングによる外来種の駆除や生態系調
査といった新規事業への拡大を目指す。
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Start Up 応援
1億円基⾦



＜概要＞
• ⽇本ディープラーニング協会から⾼専⽣に、10年間で総額1億円
の⽀援を⾏います

• 1社に対して200万円（年間5社程度）に資⾦提供
– 起業資⾦として

会社設⽴の資本⾦、設⽴費⽤に充てる資⾦として100万円の寄付

– 事業運営資⾦として
設⽴された会社に対して、普通株にて100万円への出資
（企業価値5,000万円、2％の出資。）

• 同時に、「保護者的」株主として経営を⽀援
– 事業が軌道にのるまで（会社の設⽴からシリーズAの資⾦調
達につながるまで）のビジネス、ファイナンスなどの定期的な相
談の実施

– バックオフィス業務の⽀援
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DCONから起業

株式会 IntegrAI 2020年８月設立
アナログメーターの可視(デジタル)化による工場･プラント設備の保守､
保全業務の最適化
2019年大会優勝（長岡高専）

株式会社三豊AI開発 2020年７月設立
送電線を滑走するロボットを使って、異常の検出するシステムを開発
2019年大会準優勝（香川高専）

TAKAO AI株式会社 2021年２月設立
情報アクセシビテリティ改善のための文書変換サービス等の運営・開発事業
2020年大会優勝（東京高専）

wavelogy株式会社 2022年３月設立
音景解析技術を利用した「見える化」による害虫防除支援等の環境ソ
リューションを提供
2022年大会３位（佐世保高専）



DCON2022 テレビ放送

▼ テ レ ビ 放 送
5⽉29⽇（⽇） 23:30-NHK Eテレ サイエンスZERO放送

※番組公式サイトより引⽤
（ https://www.nhk.jp/p/zero/ts/XK5VKV7V98/ ）

http://www.nhk.jp/p/zero/ts/XK5VKV7V98/


急速な成⻑を遂げる企業を作り上げるのは
若者の活躍

ソース︓安宅 和⼈著「シン・ニホン AI×データ時代における⽇本の再⽣と⼈材育成」 (NewsPicksパブリッシング)



今ほど進化のペースの
速い時代は過去になかった。

だが今後、
今ほど変化が遅い時代は⼆度とこないだろう。

カナダ ジャスティン・トルドー⾸相
（WEF2018での発⾔より）



[  次 回 試 験 開 催 ]

2023年 第1回 G検定

3⽉4⽇(⼟)
開催

「 G 検 定 」 受 験 を 検 討 す る な ら
今 が ⼤ チ ャ ン ス で す ︕
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DXにおけるコアテクノロジーの１つとして

重要性の高まる「AI、ディープラーニング」。

その活用のためのリテラシーは、

今や全ビジネスパーソン必携リテラシーになりつつあります。

JDLAは、AI・ディープラーニング活用人材の育成に向け

「AI for Everyone」「G検定」「E資格」

これら３つの講座・検定・資格を提供しています。
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